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会社分割（吸収分割）による当社駆けつけ事業の承継 

及び連結子会社の異動（承継会社の株式の一部譲渡）に関するお知らせ 

 

 当社取締役会において、当社が、当社の完全子会社として新たに設立される駆けつけ事業準備株式会社

（以下、「駆けつけ準備会社」又は「承継会社」といいます。）に対し、当社の駆けつけ事業（以下、「駆けつ

け事業」といいます。）を吸収分割の方法により承継（以下、「本吸収分割」といいます。）させた上で、当該

承継会社の 51％の株式を株式会社アクアライン（以下、「アクアライン」といいます。）に譲渡することを決

議いたしました（以下、「本譲渡」といい、本吸収分割と併せて「本件取引」といいます。）。これにより、当

社の子会社に異動が生じることとなりましたのでお知らせいたします。 

なお、本会社分割は、当社と当社 100％出資の子会社との間で行う簡易・略式吸収分割であるため、開示事

項及び開示内容を一部省略しています。 

 

I. 本件取引の経緯及び目的 

当社は、困っている人を助けるという理念に基づき、ビジョンである“Best Rescue System”の実現を追

求し、いつも暮らしに寄り添い、安心できるベストな仕組みやサービスを創ることを推進しておりま

す。ビジョンの実現に向けた中長期的戦略として「パートナーシップ戦略」を掲げ、会員・保険サービ

スを中心に事業成長を見据えた提携拡大を推進しております。また、インターネット・タウンページ等

の広告を媒介し、一般顧客向けの総合生活トラブル解決サービスである駆けつけ事業を全国で展開して

おります。 

 アクアラインは、台所・トイレ・浴室・洗面所又は給排水管で起きる急な水まわりのトラブルを解消

する「水まわり緊急修理サービス事業」を主力事業として展開しております。アクアラインにおいて

は、2021 年８月に行政処分の通知を受け、法令順守やコーポレート・ガバナンス体制の強化・経営管理

課題の改善が急務となり、当社は、アクアラインの改善計画の実行状況をモニタリングすることに加

え、当社の施工品質や効率的な業務運用を連携するため、2022 年２月に資本提携契約を締結し、持分法

適用会社としております。 

当社は、駆けつけ事業を通じて、これまで多くのサービスを提供してまいりました。サービス・施工

の品質や業務効率は継続的に改善を進められたものの、近年は急激な社会環境の変化やライフスタイル

の多様化が進む中で、インターネット・タウンページ等からの集客面で苦戦が続いており、事業課題解

決の道筋を模索しておりました。一方、アクアラインは、コーポレート・ガバナンス体制の強化が着実

に進み、2022年５月 30日には行政処分が終了し、一般顧客向けの生活トラブル解決サービスをより強化



する方針で、更なるサービス品質向上・効率的な業務運用や施工インフラの拡充を進めることを課題と

位置付けております。 

双方の課題に鑑み、当社が培ってきたサービス品質や業務運用ノウハウ・施工インフラを含む承継会

社をアクアラインに譲渡することで、課題解決と事業成長の実効性を高めることに加えて、一般顧客向

けの生活トラブル解決サービスに注力するアクアラインが集客を強化することにより、より多くの困っ

ている人を助けることが可能になると考えております。また、当社は事業ポートフォリオを収益性・成

長性の高い会員事業に集約することで、中長期的な企業価値向上に資するものと考えて本譲渡を実行す

ることを決定いたしました。 

 

II. 本吸収分割の概要 

１． 本吸収分割の要旨 

(１) 本吸収分割の日程 

① 吸収分割に関する取締役会決議日 2022年 10月３日 

② 承継会社の設立日 2022年 10月６日（予定） 

③ 吸収分割に関する契約締結日 2022年 10月７日（予定） 

④ 吸収分割の効力発生日 2022年 11月 30日（予定） 

（注）本吸収分割は、当社において会社法第 784 条第２項に定める簡易吸収分割に該当

し、承継会社において会社法第 796 条第１項本文に定める略式吸収分割に該当す

るため、当社及び承継会社の株主総会による本吸収分割の承認を得ずに行う予定

です。 

(２) 本吸収分割の方式 

当社を分割会社とし、駆けつけ準備会社を承継会社とする吸収分割（簡易・略式吸収分割）で

す。 

(３) 分割会社に係る割当ての内容 

本吸収分割は、当社と当社の完全子会社との間で行うものであり、承継会社から株式、金銭そ

の他財産の交付は行いません。 

(４) 本吸収分割に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

当社の新株予約権の取扱いについて、本吸収分割による変更はありません。 

(５) 会社分割により増減する資本金 

本吸収分割による当社の資本金の増減はありません。 

(６) 承継会社が承継する権利義務 

承継会社は、本吸収分割の効力発生日において、吸収分割契約に定める当社の駆けつけ事業に

関する資産、契約上の地位及び権利義務等を承継いたします。 

(７) 債務履行の見込み 

本吸収分割の効力発生日以降において承継会社が負担すべき債務について、履行の見込みに問

題はないと判断しております。 

 

２． 本吸収分割の当事会社の概要 

  分割会社（当社） 

（2022年３月 31日現在） 

承継会社 

（2022年 10 月３日現在未設立） 

（１） 名 称 ジャパンベストレスキューシステム

株式会社 

駆けつけ事業準備株式会社（予

定） 

（２） 所 在 地 愛知県名古屋市中区錦一丁目 10 番 愛知県名古屋市中区錦一丁目 10 番



20 号 20 号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 榊原 暢宏 代表取締役 大垣内 剛 

（４）  事 業 内 容 駆けつけ事業・会員事業・保険事業

等 

駆けつけ事業 

（５） 資 本 金 780百万円 1 百万円 

（６） 設 立 年 月 日 1997年２月 12日 2022年 10月６日（予定） 

（７） 発 行 済 株 式 数 34,688,000 株 100株 

（８） 決 算 期 ９月 ２月 

（９） 大株主及び持ち株比

率 

榊原 暢宏 28.40% 

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口） 9.94% 

株式会社シック・ホールディングス 

8.93% 

株式会社日本カストディ銀行（信託

口） 7.96% 

ジャパンベストレスキューシステ

ム株式会社 100％ 

 

３． 直前事業年度の経営成績及び財政状態 

 ジャパンベストレスキューシステム株式会社 

2019年９月期 2020年９月期 2021年９月期 

連 結 純 資 産 8,104 百万円 7,907 百万円 11,668百万円 

連 結 総 資 産 18,761 百万円 21,204 百万円 28,175 百万円 

連 結 売 上 高 12,010 百万円 12,057 百万円 13,460 百万円 

連 結 営 業 利 益 1,638 百万円 1,367 百万円 1,408 百万円 

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

1,639 百万円 997百万円 56 百万円 

1 株 当 た り 連 結 当 期 純 利 益 51.81 円 31.82 円 1.83 円 

（注）承継会社は 2022年 10⽉６日設⽴予定であるため、確定した最終事業年度はありません。 

 

４． 分割する事業部門の概要 

(１) 分割する部門の事業内容 

カギの交換、水まわりのトラブル、その他の生活総合救急サービスを 365日稼動のコールセン

ターで受け付ける事業です。当事業の対象顧客は、インターネット、タウンページ、チラシ、

その他の広告を媒介とした一般顧客です。 

(２) 分割又は承継する部門の経営成績（2021年９月 30日） 

 対象事業 当社（連結） 比率 

売 上 高 1,325 百万円 13,460百万円 9.84% 

 

５． 分割する資産、負債の項目及び金額（2022 年６月 30日） 

資産 

項 目 帳簿価額 

流 動 資 産     134 百万円  



固 定 資 産      94百万円  

資 産 合 計   229百万円     

（注）上記の金額は 2022年６月 30日現在のものであり、実際に分割する金額とは異なります。 

 

６． 本吸収分割後の概要 

本吸収分割後、当社の名称、所在地、代表者の役職・氏名、事業内容、資本金及び決算期について

は変更ありません。また、当社は、本株式譲渡の実行日をもって、新会社の株式の 51％をアクアラ

インに譲渡する予定です。 

 

III. 本譲渡の概要 

１． 異動する会社の概要 

前記「Ⅱ.本吸収分割の概要」における「２. 本吸収分割の当事会社の概要」の「承継会社」欄記載

のとおりです。 

 

２． 譲渡先の概要 

（１） 名       称 株式会社アクアライン 

（２） 所   在    地 広島県広島市中区上八丁堀８番８号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長  大垣内 剛 

（４） 事  業  内  容 台所、トイレ、浴室、洗面所又は給排水管で起きる急な水 

まわりのトラブルを解消する「水まわり緊急修理サービス 

事業」 

 
  

（５） 資   本   金 315百万円 

（６） 設 立 年 月 日 1995年 11月１日 

（７） 当該会社の最近 3年間の連結経営成績及び連結財政状態 

決 算 期 2020年２月期 2021年２月期 2022年２月期 

連 結 純 資 産 1,157 百万円  1,009 百万円  455百万円  

連 結 総 資 産 1,906 百万円 2,687 百万円  2,113 百万円  

１ 株 当 た り 連 結 純 資 産 569.74 円 264.81 円 5.23 円 

連 結 売 上 高 6,008 百万円  6,025 百万円  5,260 百万円  

連 結 営 業 利 益 -17 百万円  -446 百万円  ‐499 百万円  

連 結 経 常 利 益 -18 百万円  -440 百万円  -516 百万円  

親 会 社 に 帰 属 す る 

当 期 純 利 益 
-34 百万円  -645 百万円  -549 百万円  

１ 株 当 た り の 連 結 当 期 純 利 益 -17.20 円 -320.81 円 -275.40 円 

１ 株 当 た り の 配 当 金 ０円   ０円  ０円 

 

３． 譲渡株式数、譲渡価額及び譲渡前後の所有株式の状況 

譲渡前の所有株式数 100株 

譲渡株式数 51 株 

譲渡価額 1.02 億円 

譲渡後の所有株式数 49 株 



 

４． 日程 

本譲渡に関する取締役会決議日 2022年 10月３日 

本譲渡に関する契約締結日 2022年 10月３日（予定） 

株式譲渡日 2022年 11月 30日（予定） 

 

IV. 今後の見通し 

本件取引による 2023 年 9 月期の当社連結業績に与える影響は軽微ですが、今後、開示すべ

き事実が発生した場合には、速やかに公表いたします。 

 

 

以上 


